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Abstract Male beak marked Hestina persimilis japonica and female beak marked Sasakia 
charonda (Lepidoptera, Nymphalidae) were recorded, and characters of beak marked wings 
were described. The former is the first recorded cupture in Toshima-ku, Tokyo. 
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筆者 は 先 に ウラ ギン シジミ (K, 1998) と クロ コノ マチ ョ ウツ GEH, 1999b) の ビー クマ ー ク 個体 
に つい て 報告 し た . そし て その 後 嘩 類 の ビー クマ ー ク に つい て , これ まで に 報告 され た デー タ を 基 に 
門 と 鳥 の 関係 を 考察 し , 総説 と し て 発表 し た ( 津 吹 ・ 上 田 。 200) これ に より , ビー クマ ー ク は 蝶 類 
に 一 般 的 に 見 られ る こと が 明らか に な っ た . 筆者 は その 後 も ビー クマ ー ク 個体 の 調査 を 続け て いる . 


本 報 で は , ビー クマ ー ク の ある ゴマ ダラ チョ ツウ お よび オオ ムラ サキ に つい て 報告 する . 文献 に 関し て 
お 世話 に な っ た 東京 動物 園 協 会 の 新井 真理 氏 に 感謝 する . 


1. ゴマ ダラ チョ ワウ 
a. 採集 記録 


採集 年 月 日 : 2001 年 7 月 7 日 
採集 場所 : 東京 都 豊島 区 北大 塚 
性 別 : c^ 


午前 10 : 00 頃 , 住宅 街 に ある 勤務 校 の 2 階 の 教室 へ ブ マ ダラ チョ ウ が 窓 か ら 飛 来 し た . 壁 に 静止 し た 
の で 捕獲 し た . その 2 日 前 の 7 月 3 日 8:30 頃 に も 校庭 を 飛翔 する 個体 を 観 察 し た が , この 個体 の 次 
に 破損 は 見 られ な か っ た . この 地域 で は 本 種 は 極め て 稀 な た め 同 一 個体 の 可能 性 も 十分 に 考え られ た . 


ゴマ ダラ チョ ウッ は 都心 で も 比較 的 定着 し て いる 種 で ある が , 筆者 の 知る 限り で は これ まで に 豊島 区 に 
お ける 記録 は 報告 され て いな いよ う で ある (西多摩 昆虫 同好 会 、 1991: 蝶 研 出版 。 1987-2001)、 な お , 
筆者 は 25 年 間 本 校 に 勤務 し て いる が , その 間 に 本 種 に つい て は 1998 年 7 月 6 日 に 校庭 で 腹部 の 欠損 
し た 死骸 を 確認 し た だ け で あっ た ( 津 吹 , 未 発表 ). 


b ビー クマ ー ク の 特徴 (Figs 1, 3-4) 


本 個体 の ビー クマ ー ク は , 左右 の 後 超 の 後方 部 に ほぼ 対称 に 付い て いた . すなわち , XM CulacEXE 
し それ を 境 に し て その 後方 部 が , 基部 の ご く 一 部 を 除き ほぼ V 字形 に 欠損 し て いた . この 状態 か ら , 
頑 を 閉じ て 静止 し た と ころ を 後方 か ら 烏 に 購 で 引 を 挟ま れ た が , うま く 逃 げ 延 び た も の と 思わ れ た . 


ゴブ ゴマ ダラ チョ ウ の ビー クマ ー ク は 報告 例 が 少な く , 筆者 の 知る 限り で は 藤井 ( 未 発表 ) の も の が ある 
に すぎ な い ( 津 吹 ・ 上 田 , 2001). 
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Figs 1-2. Closed-wing posture of beak marked butterflies. 1. Hestina persimilis (c^). 2. 
Sasakia charonda ( 3-). 


Figs 3-6. Upper side (left) and under side (right) of beak marked butterflies. 3-4. Hestina 
persimilis. 5-6. Sasakia charonda. 
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2. オオ ムラ サキ 
a. 採集 記録 


採集 年 月 日 : 2002 年 7 月 31 日 

採集 場所 : 長野 県 東部 町 滋野 

性 別 : $ 

午前 11:00 E, 林 の 中 の 太い 木 の 幹 の 地上 1 m ほど の 高 さ に , 次 を 閉じ て 静止 し て いる 個体 を 見 つけ , 
よく 見 る と 左側 の 次 に ビー クマ ー ク が つい て いた . 


b ビー クマ ー ク の 特徴 (Figs 2, 5-6) 


と の 個体 の ビー クマ ー ク は, 左 の 前 後 閉 に 大 きく 付い て いた . すなわち , 左前 逆 の 外 方 1/3, 腹 方 
2/3 の 部 分 が 大 きく 切り 取ら れ て いた . また , 同様 に 左 後 炊 の 外 方 半分 も 欠損 し て いた . この 個体 を 
室内 で 壁 に 静止 きせ て 贅 を 開い た 状態 を 確認 し た と ころ , 前 次 は 後 次 の 1/2 を 被っ て いた . これ ら の 
と と を 合わ せ て 考え る と , この 個体 が 閉 を 開い た 状態 で 静止 し て いた と ころ へ 鳥 が 後方 か ら 近 づき , 
重なっ た 左側 の 前 後 次 を 一 度 に , 後 閉 の 尾部 か ら 前 起 の 北 頂 の 方 向 に , 叶 で 挟ん だ の で は な い だ ろ う 
か . そし て , 蝶 が 暴れ 次 が 破れ た た め に , 蝶 は 飛び 去る こと が で きた の で は な か ろう か . ある い は 蝶 
が 飛翔 中 に 上 記 の よう に 路 で 挟ま れ た の か も し れ な い . 


本 種 の 雄 は 午後 か ら 夕方 に か け て 特定 の 枝 の 葉 先 に 固執 し , 他 の 雄 や スズ メ な どの 鳥類 まで も 追う 
(福田 晴夫 他 , 1983). し か し チョ ウ の 状態 に より , 雄 個体 が ヒヨドリ に 襲わ れ 後 翔 が 破損 し た が 逃げ 
延び た 報告 (鈴木 , 1995) も ある . 雌 の 場合 この よう な 習性 は な いた め , 雄 よ り も 鳥 に 襲わ れ や すい 
可能 性 は ある と 考え られ る が , 本 種 は 体 も 大 きく 力も 強い . 本 個体 の ビー クマ ー ク の 大 き さ か ら 鳥 の 
ORX Èl 3 cm 程 と 思わ れ , 襲っ た 鳥 は 比較 的 体 の 大 き な 種 で あろ う . 
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Summary 


A beak marked butterfly Hestina persimilis japonica (Lepidoptera, Nymphalidae) (c^) was caught 
on 7th July 2001, in Toshima-ku, Tokyo. The butterfly had almost symmetrical beak marks on the 
posterior part of the hindwings (Figs 1, 3-4). Here the butterfly was thought to have been caught 
by a bird when the wings were closed. On the other hand the beak mark of Sasakia charonda 
(Lepidoptera, Nymphalidae) (〒) was found on the left of the forewing and hindwing (Figs 2, 5-6). 
The beak marks seem to show that the butterfly was attacked by a bird on the left wings at the same 
time that the insect was perched with the wings open or was flying. The former of these was the 
first recorded capture in Toshima-ku, Tokyo. 
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